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 昭和館は、６月１３日（火）にリニューアルオープンします。戦中・戦

後のくらしをわかりやすく、より深く理解してもらうために、トリックア

ートを用いた「防空壕体験」の再現、昭和初期から普及したダイヤル式電

話で実際に通話ができるコーナーの新設、当時の国民服やもんぺ等の衣服

を試着できる「着てみよう！」コーナーに戦中・戦後の風景を背景にした

写真撮影ブースを追加するなど、体験型展示を充実しました。 
 

リニューアルオープンに先立ち、６月１２日（月）に、報道関係者向け

の内覧会を開催します。職員が詳しく説明し、質問にもお答えします。 

 

【 オ ー プ ン 】 平成 29 年 6 月 13 日（火） 

【 会  場 】 昭和館 7・6 階 常設展示室 

【 開 館 時 間 】 10：00～17：30 

【 休 館 日 】 毎週月曜日 

【 所 在 地 】 〒102-0074 東京都千代田区九段南 1－6－1 

【 内 覧 会 】 
平成 29 年 6 月 12 日（月） 15：00～17：00 

職員による展示解説①15:10～16:00 ②16:00～16:50 

【問い合わせ】 
昭和館学芸部 藤川 ・ 新城 

ＴＥＬ 03－3222－2577  ＦＡＸ03－3222－2575 

【交通(電車)】 
地下鉄【九段下駅】から徒歩 1 分（東西線・半蔵門線・都営新宿線出口 4） 

Ｊ Ｒ 【飯田橋駅】から徒歩約 10 分 

【 交 通 ( 車 ) 】 首都高速西神田ランプから約 1 分 

【ﾎｰﾑ･ﾍﾟｰｼﾞ】 http://www.showakan.go.jp 

リニューアルについて 

常常設設展展示示室室  リリニニュューーアアルルオオーーププンン  

～～体体験験型型展展示示をを充充実実～～  
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常設展示室

昭和館の展示がさらにわかりやすくなって、体験コーナーが
よりリアルになり、新たなる体験コーナーも追加されます。
戦中・戦後のくらしをより深くのぞいてみませんか。

〒102-0074 東京都千代田区九段南 1－6－1  TEL 03－3222－2577　FAX 03－3222－2575

地下鉄【九段下駅】から徒歩1分（東西線・半蔵門線・都営新宿線  出口 4）
Ｊ　Ｒ【飯田橋駅】から徒歩約10分
首都高速西神田ランプから約1分（九段下交差点）

ホームページ　http://www.showakan.go.jp
　　　　　　 https://twitter.com/showakankudan
　　　　　　 https://www.facebook.com/showakankudan/

●有料駐車場有り（普通乗用車のみ・30分200円）

火

●交通のご案内
電車をご利用の場合

車をご利用の場合

防空壕の体験
がより リアルに！防空壕の体験
がより リアルに！

出口4



体験ひろばがさらに充実！

「昔の電話で話してみよう！」コーナーを新設

「着てみよう！」コーナーに背景が登場

戦中・戦後の街並みなど 3点の当時の風景を
バックに、国民服やもんぺなどを着て記念
撮影ができます。

【入 場 料】　小・中学生　無料　高校・大学生 150円　65歳以上 270円　大人 300円（団体割引有り）
【開館時間】　10：00～17：30（入館は 17：00まで）　　
【休 館 日】　毎週月曜日（祝日または振替休日の場合、その翌日、８月 15日は開館）

400万台も作られたという黒電話４号機。
昭和の時代を象徴する電話といってよい。
デザインも日本のものとは思えないくら
いモダンなものでした。
昭和 25年（1950）～

２号自動式壁掛電話機

関東大震災後の復興を機に、これまでの
手動交換方式から自動交換方式が導入さ
れ、ダイヤルがつくようになりました。
昭和 25 年頃まで、同形の電話機は全国で
約 20万台も使われ続けていました。
昭和 2年（1927）～

４号自動式卓上電話機

常設展示室のご案内

壁掛電話機と卓上電話機（黒電話）を設置し、実際にダイヤルを回して、電話をかけ、お互いに会話
をすることができます。実際に触れてみることで、現在の電話との違いを体験することができます。

銀座の服部時計店（現・和光）と三越百貨店　
昭和20年（1945）　
オーストラリア戦争記念館提供


